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マスターキータンパク質を介する創製分子による脳保護の
研究-システインを介する細胞内情報伝達-

日本では、認知症などの慢性の神経変性疾患が深刻な社会問題に
なりつつある。薬剤による認知症の克服を目指して、申請者は新
規化合物（NEPP11）を創製した。NEPP11は、ニューロンを保
護する作用を持ち、日本に研究の蓄積があったプロスタグランジ
ンの構造を基本にしている。NEPP11はニューロンへ直接作用す
るため副作用が少ない。このためNEPP11は、他の化合物よりも
有利である。さらに薬剤を開発するためには、効果のある化合物
を連続して生み出す「一定のコンセプトに沿った研究」が必要で
ある。申請者は、NEPP11を用いて、「マスターキータンパク質
Nrf2を活性化する化合物」というコンセプトを提示した。植物由
来の化合物の一群が、マスターキータンパク質を活性化すること
は既に知られているから、申請者がこのコンセプトを確立したこ
とによって、植物由来の化合物を、認知症の予防・治療に応用す
る道が拓かれた。
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